
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
六
年
九
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
規
則
第
二
十
五
号

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

（
奈
良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

奈
良
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
三
月
奈
良
県
規
則
第
七

十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
十
の
項
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」

に
、
「
奈
良
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則
」
を
「
奈
良
県
母
子
、
父
子
及
び
寡
婦
福
祉
資

金
貸
付
規
則
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
行
政
組
織
規
則
及
び
訓
練
手
当
支
給
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

次
に
掲
げ
る
規
則
の
規
定
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
法
」
に
改
め
る
。

一

奈
良
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
七
月
奈
良
県
規
則
第
二
十
六
号
）
別
表
第
一
奈
良
県

中
和
福
祉
事
務
所
か
ら
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
項
及
び
別
表
第
二
奈
良
県
中
和

福
祉
事
務
所
及
び
奈
良
県
吉
野
福
祉
事
務
所
の
項

二

訓
練
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
九
月
奈
良
県
規
則
第
二
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九

号
（
附
属
機
関
の
委
員
等
の
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

附
属
機
関
の
委
員
等
の
報
酬
額
及
び
費
用
弁
償
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月

奈
良
県
規
則
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
母
子
自
立
支
援
員
」
を
「
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

奈
良
県
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
七
月
奈
良
県
規
則
第
十

二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
エ
中
「
母
子
福
祉
施
設
」
を
「
母
子
・
父
子
福
祉
施
設
」
に
改
め
る
。

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
措
置
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
措
置
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
七
月
奈
良
県
規

則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



別
表
の
備
考
４
の

中
「母

子
及

び
寡

婦
福

祉
法

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉

法

」

(2)

に
、
「こ

れ
に

準
ず

る
父

子
家

庭

」
を
「配

偶
者

の
な

い
男

子
で

現
に

児
童

を
扶

養
し

て
い

る
も

の

」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

奈
良
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
年
四
月
奈
良
県
規
則
第
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

奈
良
県
母
子
、
父
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則

第
一
条
中
「
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「

第
十
三
条
並
び
に
第
十
四
条
並
び
に
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一

項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
三
十
一
条
の
六

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
、
法
第
三
十
二
条
第
一

項
及
び
第
二
項
並
び
に
同
条
第
四
項
」
に
、
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
を
「
母
子
及
び
父

子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
」
を

「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
三

十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第

三
項
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
又
は
法
第
三
十
二
条

第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び

第
三
項
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び

第
二
項
」
に
改
め
、
「
（
令
第
九
条
第
三
項
」
の
下
に
「
、
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す

る
令
第
九
条
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
十
四
条
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
又
は
法
第

三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
法
第
三
十

二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
、
法

第
三
十
一
条
の
六
第
三
項
又
は
法
第
三
十
二
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
三
号
、
第
四
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
八
号
」
の
下
に
「
、
令
第



三
十
一
条
の
五
第
三
号
、
第
四
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
八
号
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
、
令
第
十
二
条
」
の
下
に
「
、
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る

令
第
十
二
条
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
三
条
又
は
」
を
「
第
十
三
条
、
令
第
三
十
一
条
の

七
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
十
二
条
若
し
く
は
令
第
十
三
条
又
は
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
六
条
又
は
」
を
「
第
十
六
条
、
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
十
六
条
又
は
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
又
は
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
令
第
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
」

を
「
、
令
第
三
十
一
条
の
七
第
三
項
た
だ
し
書
又
は
令
第
三
十
七
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
五
条
又
は
法
第
三
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
、
法
第
三
十
一
条
の
六

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
又
は
法
第
三
十
二
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
第
十
七
条
又
は
」
を
「
第
十
七
条
、
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
十
七
条
又
は
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
第
十
九
条
又
は
」
を
「
第
十
九
条
、
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
令

第
十
九
条
又
は
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
の
表
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
及

び
第
三
項
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
及

び
第
二
項
」
に
改
め
、
附
則
第
四
項
の
表
中
「
又
は
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
、
法
第
三
十
一
条
の
六
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
法
第

三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、
「
に
よ
り
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
に
よ
り

法
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。「

〔母
子

〕

「
〔母

子

〕

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
中

を

〔父
子

〕

に
改
め
、
同
様
式
（
そ
の
二
）
中

〔寡
婦

〕
」

〔寡
婦

〕
」

「母
子

「母
子

福
祉

資
金

貸
付

申
請

書

（団
体

分

）

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

申
請

書

（団
体

分

）

に
、

寡
婦

」

寡
婦

」

「母
子

福
祉

法

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉

法

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
二
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

決
定

通
知

書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

決
定

通
知

書

寡
婦

」

寡
婦



「母
子

「母
子

「母
子

「母
子

に
、

福
祉

資
金

を

父
子

福
祉

資
金

に
、

福
祉

資
金

借
用

書

を

父
子

福
寡

婦

」

寡
婦

」

」

寡
婦

」

寡
婦

祉
資

金
借

用
書

に
改
め
る
。

」
「母

子

「母
子

第
三
号
様
式
中

福
祉

資
金

借
用

書

を

父
子

福
祉

資
金

借
用

書

に
、

寡
婦

」

寡
婦

」

「母
子

及
び

寡
婦

福
祉

法

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉

法

」
に
、
「注

意
１

法
第

１
４

条
又

は
法

第
３

２
条

第
３

項

」
を
「注

意
法

第
１

４
条

又
は

法
第

３
２

条
第

４
項

」
に
改
め

る
。第

六
号
様
式
中
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
を
「奈

良
県

母
子

父
子

及
び

、

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
七
号
様
式
中

福
祉

資
金

継
続

貸
付

申
請

書

を

父
子

福
祉

資
金

継
続

貸
付

申
請

書
寡

婦

」

寡
婦

」

に
、
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
を
「奈
良

県
母

子
父

子
及

び
寡

婦
福

祉
資

、

金
貸

付
規

則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
八
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

増
額

申
請

書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

増
額

申
請

書
寡

婦

」

寡
婦

」

に
、
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
を
「奈

良
県

母
子

父
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
、

金
貸

付
規
則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
九
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

辞
退

申
出

書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

辞
退

申
出

書
寡

婦

」

寡
婦

」

に
、
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
を
「奈

良
県

母
子

父
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
、

金
貸

付
規
則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子



第
十
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

減
額

申
出

書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

減
額

申
出

書
寡

婦

」

寡
婦

」

に
、
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
金

貸
付

規
則

」
を
「奈

良
県

母
子

父
子

及
び

寡
婦

福
祉

資
、

金
貸

付
規
則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
十
一
号
様
式
中

福
祉

資
金

一
括

交
付

申
請

書

を

父
子

福
祉

資
金

一
括

交
付

申
請

書
寡

婦

」

寡
婦

に
、
「奈

良
県

母
子

及
び

寡
婦

福
祉
資

金
貸

付
規

則

」
を
「奈

良
県

母
子

父
子

及
び

寡
婦

福
祉

、

」

資
金

貸
付

規
則

」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
十
三
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

停
止

事
由

発
生

届

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

停
止

事
寡

婦
」

寡
婦

由
発

生
届

に
、
「母

子
及

び
寡

婦
福

祉
法

施
行

令

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉

法
施

」

行
令

（第
３

１
条

の
７

・
第

３
８

条
に
お

い
て

準
用

す
る

同
令

）
」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
十
四
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

停
止

通
知

書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

停
止

通
知

書
寡

婦

」

寡
婦

に
、
「母

子
及

び
寡

婦
福

祉
法

施
行
令

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉

法
施

行
令

（第

」

３
１

条
の

７
・

第
３

８
条

に
お

い
て

準
用

す
る

同
令

）
」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
十
五
号
様
式
中

福
祉

資
金

貸
付

金
一

時
償

還
請

求
書

を

父
子

福
祉

資
金

貸
付

金
一

寡
婦

」

寡
婦

時
償

還
請
求

書

に
、
「母

子
及

び
寡

婦
福

祉
法

施
行

令

」
を
「母

子
及

び
父

子
並

び
に

寡
婦

福
祉



」

法
施

行
令

（第
３

１
条

の
７

・
第

３
８
条

に
お

い
て

準
用

す
る

同
令

）
」
に
改
め
る
。

「母
子

「母
子

第
十
七
号
様
式
中

福
祉

資
金

償
還

免
除

申
請

書

を

父
子

福
祉

資
金

償
還

免
除

申
請

書
寡

婦

」

寡
婦

に
改
め
る
。

」

「母
子

「母
子

第
十
八
号
様
式
中

福
祉

資
金

償
還

金
支

払
猶

予
申

請
書

を

父
子

福
祉

資
金

償
還

金
支

寡
婦

」

寡
婦

払
猶

予
申

請
書

に
改
め
る
。

」

（
奈
良
県
母
子
家
庭
特
別
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

奈
良
県
母
子
家
庭
特
別
修
学
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
七
月
奈
良
県
規
則
第
二
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
、
「
第
十

条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
奈
良
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

奈
良
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
奈
良
県
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
中
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
を
「
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」
に
改

め
、
「
女
子
」
の
下
に
「
又
は
配
偶
者
の
な
い
男
子
」
を
加
え
る
。

（
奈
良
県
会
計
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

奈
良
県
会
計
規
則
（
平
成
七
年
三
月
奈
良
県
規
則
第
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
の
表
第
六
号
ケ
中
「
奈
良
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則
」
を
「
奈
良
県
母
子
、

父
子
及
び
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
規
則
」
に
改
め
る
。

附

則



こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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